
　　１）航空法施行規則第79条（設置基準）に規定されている施設

 １背景と目的

○各種点検を実施します。

○点検項目について。

◇修繕工事
修繕計画に基づき、滑走路、誘導路及びエプロンは予防保全対策として路面性状調査のいずれかの項目がB
評価（近いうちに補修が望ましい）となった時点で、施設の利用状況、損傷の程度・規模及び緊急補修工
の実績等を踏まえた総合的な判断により、Ｃ評価（できるだけ早急に補修の必要がある）となる前を目安
に修繕を実施します。
◇更新工事
更新工事は更新計画に基づき実施しますが、更新計画はこれまでの整備実績等を参考とし、更新サイク
ル、概算事業費を想定して策定したものであり、更新工事の実施にあたっては、点検の結果や、滑走路、
誘導路及びエプロンの修繕計画等も考慮して実施します。
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◇修繕計画の策定
滑走路等に求められる性能を保持するため、定期点検の結果等を踏まえて修繕基準により部分修繕または
大規模改良の必要性を評価した上で、修繕計画を策定します。
◇更新計画の見直し
施設の更新サイクル等を考慮した更新計画については、維持管理費用のトータルコストの縮減や歳出予算
を平準化するように見直しを実施します。

　このことから、航空機の運航に対する安定性等の確保並びに施設の長寿命化を図ることを目的とし、空
港の特性等を踏まえた点検、経常維持、修繕等の長期的視点に立った「佐渡空港維持管理・更新計画」を
平成26年度に策定しました。

　新潟県が管理する空港（佐渡空港）は昭和33年に場外飛行場として発足し、昭和34年に新潟県に移管さ
れ、昭和46年から現在の滑走路長890mで供用開始をしています。発足から60年以上経過しており、補修や
更新などの維持管理費用が膨大となることが予想されます。

○修繕工事、更新工事を実施します。

◆　背景

◆　目的

○修繕計画の策定と更新計画の見直し。

◆　点検の実施と計画的な修繕･更新

  ２．佐渡空港維持管理・更新計画の内容

巡回点検による異常箇所の確認や早期発見、損傷の進行状況を把握するほか、５年に1回の定期的な滑走路
等路面性状調査等を実施し施設の状況を把握します。
また、地震、台風等の自然災害、航空機事故等による人的災害が発生した場合は、緊急点検を実施しま
す。

◇巡回点検における点検項目は、以下に示すとおりです。
滑走路、誘導路、エプロン等：【・舗装の状況　・標識の状況】（※エプロン：駐機場）
着陸帯、誘導路帯等　　　　：【・表面の状況　・植生の状況】
貯水槽、道路付帯施設等　　：【・構造物の状況】
空港用地　　　　　　　　　：【・のり面・擁壁の状況】
排水施設、その他の土木施設：【・施設の状況】

◇定期点検の項目、方法及び標準点検回数は、以下に示すとおりです。
滑走路  ：滑り摩擦係数測定調査（湿潤時の摩擦係数）1回/5年
滑走路等：路面性状調査（ひび割れ、わだち掘れ、BBI）1回/5年 （※BBI：平坦性指標）
滑走路等：定期点検測量（縦断勾配、横断勾配）1回/3年


